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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示するための表示装置であって、
　表示パネルと、
　前記表示パネルの背面側に配置された背面筐体と、
　前記表示パネルの周縁部と前記背面筐体の周縁部との間に配置され、且つ、前記表示パ
ネルの前記周縁部を前記表示パネルの背面側より支持する長尺状の支持部材と、を備え、
　前記支持部材は、前記支持部材の長手方向と交差する方向、且つ、前記表示パネルの主
面に略平行な方向に突出する突出部を有し、
　前記背面筐体の前記周縁部には、前記突出部が差し込まれる差込部が設けられている
　表示装置。
【請求項２】
　前記背面筐体は、板金で形成されている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記差込部は、前記背面筐体の前記周縁部から前記背面筐体の内側に向けて折り曲げら
れており、
　前記突出部は、前記差込部と前記背面筐体の前記周縁部との間に差し込まれる
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
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　前記差込部は、前記背面筐体の前記周縁部に向けて延びる爪部を有しており、
　前記突出部は、前記爪部と前記背面筐体の前記周縁部との間に差し込まれる
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記差込部の両端部の少なくとも一方は、前記差込部の幅が前記差込部の先端部に向け
て漸減するように、前記背面筐体の前記周縁部と略垂直な方向に対して傾斜して延びてい
る
　請求項３又は４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記差込部は、前記背面筐体の前記周縁部の一部を前記支持部材側に切り絞ることによ
って形成され、且つ、前記突出部が差し込まれる差込孔を有している
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記差込部は、前記背面筐体の前記周縁部から前記支持部材側に向けて延び、且つ、前
記突出部が差し込まれる差込孔を有している
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記背面筐体の前記周縁部には、前記支持部材を前記背面筐体に対して位置決めするた
めの位置決め部が設けられ、
　前記位置決め部は、前記背面筐体の前記周縁部から前記背面筐体の内側に向けて折り曲
げられており、
　前記位置決め部の両端部のうち少なくとも一方は、前記位置決め部の幅が前記位置決め
部の先端部に向けて漸減するように、前記背面筐体の前記周縁部と略垂直な方向に対して
傾斜して延びている
　請求項２～７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記支持部材には、突部及び凹部の一方が設けられ、
　前記位置決め部には、前記突部及び前記凹部の他方が設けられており、
　前記支持部材は、前記突部が前記凹部に挿入されることにより、前記背面筐体に対して
位置決めされる
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　画像を表示するための表示装置であって、
　表示パネルと、
　前記表示パネルの背面側に配置され、且つ、板金で形成された背面筐体と、
　前記表示パネルの周縁部と前記背面筐体の周縁部との間に配置され、且つ、前記表示パ
ネルの前記周縁部を前記表示パネルの背面側より支持する長尺状の支持部材と、を備え、
　前記背面筐体の前記周縁部には、前記支持部材の一部が装着される装着部が設けられ、
　前記装着部は、前記背面筐体の前記周縁部から前記背面筐体の内側に向けて折り曲げら
れており、
　前記装着部の両端部の少なくとも一方は、前記装着部の幅が前記装着部の先端部に向け
て漸減するように、前記背面筐体の前記周縁部と略垂直な方向に対して傾斜して延びてい
る
　表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示するための表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　例えば液晶テレビジョン受像機等のように、表示パネルの背面に向けて光を照射するバ
ックライトユニットを備えた表示装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この表示装置の筐体は、表示パネルの外周部を覆うようにして配置された樹脂製のフロ
ントキャビネットと、表示パネルの背面側に配置された板金製のリアフレーム（背面筐体
を構成する）と、を有している。リアフレームには、例えばＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）バーで構成されたバックライトユニットが配置されている。
【０００４】
　リアフレームの周縁部と表示パネルの周縁部との間には、長尺状に延びる樹脂製のセル
ガイド（支持部材を構成する）が配置されている。セルガイドは、表示パネルの周縁部を
表示パネルの背面側から支持するためのものである。セルガイドの両端部にはそれぞれ、
セルガイドの長手方向に突出する突出部が設けられている。
【０００５】
　リアフレームの周縁部には、一対の差込部が設けられている。一対の差込部の各々は、
リアフレームの周縁部からリアフレームの内側に向けて折り曲げられている。一対の差込
部の各々の両端部は、リアフレームの周縁部と略垂直な方向に延びている。セルガイドを
リアフレームの周縁部に取り付ける際には、セルガイドをその長手方向に撓ませながら、
一対の突出部の各々を一対の差込部の各々に差し込む。
【０００６】
　さらに、表示パネルとバックライトユニットとの間には、バックライトユニットからの
光を拡散させるための拡散板が配置されている。拡散板の周縁部は、セルガイドとリアフ
レームの周縁部との間に差し込まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２３３２５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した従来の表示装置では、次のような課題が生じる。第１に、上述
したように、セルガイドをリアフレームの周縁部に取り付ける際にセルガイドをその長手
方向に撓ませるので、セルガイドの変形又は白化が生じるおそれがあるという課題が生じ
る。なお、セルガイドの白化とは、樹脂製のセルガイドに応力がかかることによって、セ
ルガイドが部分的に白く変色する現象をいう。さらに、セルガイドがリアフレームの周縁
部から浮き上がりやすくなるため、拡散板の周縁部をセルガイドとリアフレームの周縁部
との間に差し込む際に、拡散板の周縁部をガイドしにくいという課題が生じる。
【０００９】
　第２に、上述したように、一対の差込部の各々の両端部はリアフレームの周縁部と略垂
直な方向に延びているので、リアフレームのプレス加工においてリアフレームの不要な外
郭部分をトリムラインに沿ってカットする際に、スクラップの面積が増大してしまう。そ
のため、スクラップをプレス金型のスクラップシュートにスムーズに排出することができ
ず、スクラップシュートに排出されずにプレス金型に残ったスクラップによってプレス金
型が破損するおそれがあるという課題が生じる。
【００１０】
　本発明は、上述した課題を解決しようとするものであり、その目的は、支持部材を背面
筐体の周縁部に取り付ける際に、支持部材の変形等が生じるのを抑制することができる表
示装置を提供することである。
【００１１】
　さらに、本発明の他の目的は、背面筐体のプレス加工において、スクラップの排出不良
を抑制することができる表示装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る表示装置は、画像を表示するための
表示装置であって、表示パネルと、前記表示パネルの背面側に配置された背面筐体と、前
記表示パネルの周縁部と前記背面筐体の周縁部との間に配置され、且つ、前記表示パネル
の前記周縁部を前記表示パネルの背面側より支持する長尺状の支持部材と、を備え、前記
支持部材は、前記支持部材の長手方向と交差する方向に突出する突出部を有し、前記背面
筐体の前記周縁部には、前記突出部が差し込まれる差込部が設けられている。
【００１３】
　本態様によれば、支持部材は、支持部材の長手方向と交差する方向に突出する突出部を
有しているので、支持部材をその長手方向に撓ませることなく、突出部を背面筐体の周縁
部の差込部に差し込むことができる。これにより、支持部材を背面筐体の周縁部に取り付
ける際に、支持部材の変形又は白化が生じるのを抑制することができる。さらに、支持部
材が背面筐体の周縁部から浮き上がりにくくなるので、例えば拡散板等の周縁部を支持部
材と背面筐体の周縁部との間に差し込む際に、拡散板等の周縁部を容易にガイドすること
ができる。
【００１４】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記背面筐体は、板金で形成されて
いるように構成してもよい。
【００１５】
　本態様によれば、背面筐体を板金で形成することができる。
【００１６】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記差込部は、前記背面筐体の前記
周縁部から前記背面筐体の内側に向けて折り曲げられており、前記突出部は、前記差込部
と前記背面筐体の前記周縁部との間に差し込まれるように構成してもよい。
【００１７】
　本態様によれば、背面筐体の周縁部から背面筐体の内側に向けて折り曲げることにより
、差込部を形成することができる。
【００１８】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記差込部は、前記背面筐体の前記
周縁部に向けて延びる爪部を有しており、前記突出部は、前記爪部と前記背面筐体の前記
周縁部との間に差し込まれるように構成してもよい。
【００１９】
　本態様によれば、差込部は、背面筐体の周縁部に向けて延びる爪部を有しているので、
突出部を爪部と背面筐体の周縁部との間に安定して差し込むことができる。
【００２０】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記差込部の両端部の少なくとも一
方は、前記差込部の幅が前記差込部の先端部に向けて漸減するように、前記背面筐体の前
記周縁部と略垂直な方向に対して傾斜して延びているように構成してもよい。
【００２１】
　本態様によれば、差込部の両端部の少なくとも一方は、上述したように傾斜して延びて
いるので、背面筐体のプレス加工において背面筐体の不要な外郭部分をトリムラインに沿
ってカットする際に、スクラップの面積を小さく抑えることができる。その結果、スクラ
ップをプレス金型のスクラップシュートにスムーズに排出することができる。
【００２２】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記差込部は、前記背面筐体の前記
周縁部の一部を前記支持部材側に切り絞ることによって形成され、且つ、前記突出部が差
し込まれる差込孔を有しているように構成してもよい。
【００２３】
　本態様によれば、背面筐体の周縁部の一部を支持部材側に切り絞ることにより、差込部
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を形成することができる。
【００２４】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記差込部は、前記背面筐体の前記
周縁部から前記支持部材側に向けて延び、且つ、前記突出部が差し込まれる差込孔を有し
ているように構成してもよい。
【００２５】
　本態様によれば、背面筐体の周縁部の一部を支持部材側に向けて延ばすことにより、差
込部を形成することができる。
【００２６】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記背面筐体の前記周縁部には、前
記支持部材を前記背面筐体に対して位置決めするための位置決め部が設けられ、前記位置
決め部は、前記背面筐体の前記周縁部から前記背面筐体の内側に向けて折り曲げられてお
り、前記位置決め部の両端部のうち少なくとも一方は、前記位置決め部の幅が前記位置決
め部の先端部に向けて漸減するように、前記背面筐体の前記周縁部と略垂直な方向に対し
て傾斜して延びているように構成してもよい。
【００２７】
　本態様によれば、位置決め部の両端部の少なくとも一方は、上述したように傾斜して延
びているので、背面筐体のプレス加工において背面筐体の不要な外郭部分をトリムライン
に沿ってカットする際に、スクラップの面積を小さく抑えることができる。その結果、ス
クラップをプレス金型のスクラップシュートにスムーズに排出することができる。
【００２８】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材には、突部及び凹部の
一方が設けられ、前記位置決め部には、前記突部及び前記凹部の他方が設けられており、
前記支持部材は、前記突部が前記凹部に挿入されることにより、前記背面筐体に対して位
置決めされるように構成してもよい。
【００２９】
　本態様によれば、突部を凹部に挿入することにより、支持部材を背面筐体に対して位置
決めすることができる。
【００３０】
　さらに、本発明の一態様に係る表示装置は、画像を表示するための表示装置であって、
表示パネルと、前記表示パネルの背面側に配置され、且つ、板金で形成された背面筐体と
、前記表示パネルの周縁部と前記背面筐体の周縁部との間に配置され、且つ、前記表示パ
ネルの前記周縁部を前記表示パネルの背面側より支持する長尺状の支持部材と、を備え、
前記背面筐体の前記周縁部には、前記支持部材の一部が装着される装着部が設けられ、前
記装着部は、前記背面筐体の前記周縁部から前記背面筐体の内側に向けて折り曲げられて
おり、前記装着部の両端部の少なくとも一方は、前記装着部の幅が前記装着部の先端部に
向けて漸減するように、前記背面筐体の前記周縁部と略垂直な方向に対して傾斜して延び
ている。
【００３１】
　本態様によれば、装着部の両端部の少なくとも一方は、上述したように傾斜して延びて
いるので、背面筐体のプレス加工において背面筐体の不要な外郭部分をトリムラインに沿
ってカットする際に、スクラップの面積を小さく抑えることができる。その結果、スクラ
ップをプレス金型のスクラップシュートにスムーズに排出することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の一態様に係る表示装置によれば、支持部材を背面筐体の周縁部に取り付ける際
に、支持部材の変形等が生じるのを抑制することができる。さらに、スクラップの排出不
良を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
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【図１】実施の形態１に係る表示装置の外観を示す図である。
【図２】実施の形態１に係る表示装置を分解した状態を示す分解斜視図である。
【図３】図１中のＡ－Ａ線により切断した表示装置の断面図である。
【図４】実施の形態１に係る表示装置のリアフレームの内面側を示す平面図である。
【図５Ａ】図４中の破線Ｐで囲まれた位置決め部を示す要部斜視図である。
【図５Ｂ】図４中の破線Ｐで囲まれた位置決め部を示す平面図である。
【図５Ｃ】リアフレームのプレス加工において位置決め部を成形する前の状態を示す平面
図である。
【図６Ａ】図４中の破線Ｑで囲まれた差込部を示す要部斜視図である。
【図６Ｂ】図４中の破線Ｑで囲まれた差込部を示す平面図である。
【図６Ｃ】リアフレームのプレス加工において差込部を成形する前の状態を示す平面図で
ある。
【図７】図４中のＢ－Ｂ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【図８】図４中のＣ－Ｃ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【図９】セルガイドをリアフレームのフランジ部に取り付ける前の状態を示す要部斜視図
である。
【図１０】セルガイドをリアフレームのフランジ部に取り付けた状態を示す要部斜視図で
ある。
【図１１】実施の形態２に係る表示装置のセルガイドをリアフレームのフランジ部に取り
付けた状態を示す要部斜視図である。
【図１２】図１１の差込部を拡大して示す要部斜視図である。
【図１３】実施の形態３に係る表示装置のセルガイドをリアフレームのフランジ部に取り
付けた状態を示す要部斜視図である。
【図１４】実施の形態４に係る表示装置のセルガイドをリアフレームのフランジ部に取り
付けた状態を示す要部斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明
する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。以下の実施の
形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態等は、一
例であり、本発明を限定する主旨ではない。本発明は、特許請求の範囲によって特定され
る。よって、以下の実施の形態における構成要素のうち、独立請求項に記載されていない
構成要素については、本発明の課題を達成するのに必ずしも必要ではないが、より好まし
い形態を構成するものとして説明される。
【００３５】
　（実施の形態１）
　［表示装置の全体構成］
　まず、図１～図３を参照しながら、実施の形態１に係る表示装置の全体構成について説
明する。図１は、実施の形態１に係る表示装置の外観を示す図である。図２は、実施の形
態１に係る表示装置を分解した状態を示す分解斜視図である。図３は、図１中のＡ－Ａ線
により切断した表示装置の断面図である。
【００３６】
　図１～図３に示すように、本実施の形態の表示装置２は、筐体４を備えた液晶テレビジ
ョン受像機である。筐体４は、フロントキャビネット６及びリアフレーム８（背面筐体を
構成する）が相互に組み合わされることにより構成されている。
【００３７】
　フロントキャビネット６は、枠状に構成されており、後述する液晶セル２６（表示パネ
ルを構成する）の外周部を覆っている。なお、フロントキャビネット６は、例えば樹脂で
形成されている。
【００３８】
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　リアフレーム８は、液晶セル２６の背面側を覆うようにして配置されている。リアフレ
ーム８の開口部には、リアフレーム８の外側に向けて延びる長方形状のフランジ部８ａ（
リアフレーム８の周縁部を構成する）が設けられている。なお、リアフレーム８は、例え
ばＳＥＣＣ（Ｓｔｅｅｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｃｈｒｏｍａｔｅ　Ｃｏａｔｅｄ
：電気亜鉛メッキ鋼）等の板金で形成されている。リアフレーム８の構造については後述
する。
【００３９】
　リアフレーム８の外面における中央部には、リアカバー１０が取り付けられている。リ
アカバー１０の内部には、液晶セル２６等に対して電力を供給するための電源基板等（図
示せず）が配置されている。リアカバー１０の下端部には、筐体４を下方より支持するた
めのスタンド１２が取り付けられている。なお、リアカバー１０は、例えば樹脂で形成さ
れている。
【００４０】
　図２及び図３に示すように、筐体４の内部には、反射シート１４、バックライトユニッ
ト１６、拡散板１８、一対の光学シート２０，２２、４個のセルガイド２４ａ～２４ｄ（
セルガイド２４ａ，２４ｃの各々は支持部材を構成する）、液晶セル２６及び４個のベゼ
ル２８ａ～２８ｄが配置されている。表示装置２の内部構造については後述する。
【００４１】
　［リアフレームの構造］
　次に、図４～図６Ｃを参照しながら、リアフレーム８の構造について説明する。図４は
、実施の形態１に係る表示装置のリアフレームの内面側を示す平面図である。図５Ａは、
図４中の破線Ｐで囲まれた位置決め部を示す要部斜視図である。図５Ｂは、図４中の破線
Ｐで囲まれた位置決め部を示す平面図である。図５Ｃは、リアフレームのプレス加工にお
いて位置決め部を成形する前の状態を示す平面図である。図６Ａは、図４中の破線Ｑで囲
まれた差込部を示す要部斜視図である。図６Ｂは、図４中の破線Ｑで囲まれた差込部を示
す平面図である。図６Ｃは、リアフレームのプレス加工において差込部を成形する前の状
態を示す平面図である。
【００４２】
　図４及び図５Ａに示すように、リアフレーム８のフランジ部８ａは、液晶セル２６に対
して略平行に延びる枠状の支持部３０と、支持部３０の周縁部から液晶セル２６側に延び
る枠状の折曲部３２と、を有している。
【００４３】
　図４に示すように、リアフレーム８のフランジ部８ａの１つの長辺及び２つの短辺には
それぞれ、後述するセルガイド２４ａ～２４ｃをリアフレーム８に対して位置決めするた
めの位置決め部３４，３６（位置決め部３４，３６の各々は装着部を構成する）が設けら
れている。
【００４４】
　図５Ａ及び図５Ｂに示すように、位置決め部３４は、折曲部３２からリアフレーム８の
内側に向けて折り曲げられている。位置決め部３４には、長円形状の凹部３８と、円形状
のネジ孔４０とが設けられている。なお、凹部３８は、位置決め部３４をその厚み方向に
貫通している。位置決め部３４の両端部３４ａ，３４ｂはそれぞれ、位置決め部３４の幅
（すなわち、図５Ａ及び図５ＢではＹ方向における幅）が位置決め部３４の先端部に向け
て漸減するように、リアフレーム８のフランジ部８ａと略垂直な方向（すなわち、図５Ａ
及び図５ＢではＸ方向）に対して傾斜して延びている。なお、図５Ｂに示すように、位置
決め部３４の端部３４ａのＹ方向における寸法ｄは、例えば０．５～１．０ｍｍ程度であ
る。
【００４５】
　なお、位置決め部３４は、例えば次のようにして成形される。まず、図５Ｃに示すよう
に、リアフレーム８のプレス加工において、リアフレーム８の不要な外郭部分４２（図５
Ｃにおいて網目模様を付した部分）をトリムライン４４に沿ってカットする工程が行われ



(8) JP 6163875 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

る。カットされた外郭部分４２は、プレス金型（図示せず）のスクラップシュートにスク
ラップとして排出される。その後、図５Ｃ中の二点鎖線に沿ってリアフレーム８を折り曲
げる工程が行われる。このようにして、図５Ａ及び図５Ｂに示すような位置決め部３４が
成形される。
【００４６】
　図４に示すように、位置決め部３６は、上述した位置決め部３４と同様に、折曲部３２
からリアフレーム８の内側に向けて折り曲げられている。位置決め部３６には、長円形状
の凹部４６が設けられている。なお、凹部４６は、位置決め部３６をその厚み方向に貫通
している。位置決め部３６の両端部はそれぞれ、上述した位置決め部３４と同様に、位置
決め部３６の幅が位置決め部３６の先端部に向けて漸減するように、リアフレーム８のフ
ランジ部８ａと略垂直な方向に対して傾斜して延びている。
【００４７】
　図４に示すように、リアフレーム８のフランジ部８ａの四隅にはそれぞれ、差込部４８
（装着部を構成する）が設けられている。差込部４８は、セルガイド２４ａ，２４ｃをリ
アフレーム８のフランジ部８ａに取り付ける機能と、セルガイド２４ｂ，２４ｄをリアフ
レーム８に対して位置決めする機能と、を有している。
【００４８】
　図６Ａ及び図６Ｂに示すように、差込部４８は、折曲部３２からリアフレーム８の内側
に向けて折り曲げられている。差込部４８には、長円形状の凹部５０と、円形状のネジ孔
５２とが設けられている。なお、凹部５０は、差込部４８をその厚み方向に貫通している
。差込部４８の一方の端部４８ａは、差込部４８の幅（すなわち、図６Ａ及び図６Ｂでは
Ｘ方向における幅）が差込部４８の先端部に向けて漸減するように、リアフレーム８のフ
ランジ部８ａと略垂直な方向（すなわち、図６Ａ及び図６ＢではＹ方向）に対して傾斜し
て延びている。
【００４９】
　さらに、差込部４８の他方の端部４８ｂには、フランジ部８ａの支持部３０に向けて延
びる爪部５４が設けられている。爪部５４の一方の端部５４ａは、爪部５４の幅（すなわ
ち、図６Ａ及び図６ＢではＹ方向における幅）が爪部５４の先端部に向けて漸減するよう
に、リアフレーム８のフランジ部８ａと略平行な方向（すなわち、図６Ａ及び図６Ｂでは
Ｘ方向）に対して傾斜して延びている。
【００５０】
　なお、差込部４８は、例えば次のようにして成形される。まず、図６Ｃに示すように、
リアフレーム８のプレス加工において、リアフレーム８の不要な外郭部分５６（図６Ｃに
おいて網目模様を付した部分）をトリムライン５８に沿ってカットする工程が行われる。
カットされた外郭部分５６は、プレス金型のスクラップシュートにスクラップとして排出
される。その後、図６Ｃ中の二点鎖線に沿ってリアフレーム８を折り曲げる工程が行われ
る。このようにして、図６Ａ及び図６Ｂに示すような差込部４８が成形される。
【００５１】
　［表示装置の内部構造］
　次に、図７～図１０をも参照しながら、表示装置２の内部構造について説明する。図７
は、図４中のＢ－Ｂ線により切断した表示装置の要部断面図である。図８は、図４中のＣ
－Ｃ線により切断した表示装置の要部断面図である。図９は、セルガイドをリアフレーム
のフランジ部に取り付ける前の状態を示す要部斜視図である。図１０は、セルガイドをリ
アフレームのフランジ部に取り付けた状態を示す要部斜視図である。
【００５２】
　図３、図７及び図８に示すように、リアフレーム８のフランジ部８ａの支持部３０には
、上述した反射シート１４、拡散板１８及び一対の光学シート２０，２２の各々の周縁部
が支持されている。
【００５３】
　反射シート１４は、リアフレーム８の内面を覆うようにして配置されている。反射シー
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ト１４は、バックライトユニット１６からの光を反射する機能を有している。
【００５４】
　バックライトユニット１６は、例えば直下型方式のバックライトユニットであり、液晶
セル２６の背面に向けて光を照射するためのものである。図２及び図３に示すように、バ
ックライトユニット１６は、複数のＬＥＤバー６０を有している。複数のＬＥＤバー６０
の各々は、配線基板６２と、配線基板６２に実装された複数のＬＥＤ６４と、を有してい
る。配線基板６２は、長尺状の板状に構成されている。複数のＬＥＤ６４は、配線基板６
２の長手方向に沿って一列に且つ間隔を置いて配置されている。配線基板６２は、熱伝導
性を有する両面テープ（図示せず）によりリアフレーム８の内面に取り付けられている。
なお、配線基板６２は、熱伝導性の高い金属、例えばアルミニウム等で形成されている。
【００５５】
　図３及び図４に示すように、拡散板１８は、バックライトユニット１６と液晶セル２６
との間に配置されている。拡散板１８は、バックライトユニット１６からの光を拡散する
機能を有している。一対の光学シート２０，２２はそれぞれ、相互に重ね合わされた状態
で、拡散板１８の液晶セル２６側の面を覆うようにして配置されている。一対の光学シー
ト２０，２２の各々は、例えば、拡散板１８により拡散された光を液晶セル２６の背面に
導く機能等を有している。
【００５６】
　図２に示すように、リアフレーム８のフランジ部８ａの各辺には、液晶セル２６の外周
部をその背面側より支持するためのセルガイド２４ａ～２４ｄの各々が配置されている。
セルガイド２４ａ～２４ｄの各々は、長尺状に構成されている。セルガイド２４ａ～２４
ｄは、相互に組み合わされることにより、全体として枠状に構成されている。セルガイド
２４ａ，２４ｃはそれぞれ同一の構成であり、フランジ部８ａの短辺に配置されている。
セルガイド２４ｂ，２４ｄはそれぞれ同一の構成であり、フランジ部８ａの長辺に配置さ
れている。セルガイド２４ａ～２４ｄの各々は、例えば樹脂で形成されている。なお、拡
散板１８及び一対の光学シート２０，２２の各々の周縁部は、セルガイド２４ａ～２４ｄ
の各々とフランジ部８ａとの間に差し込まれている。
【００５７】
　以下、セルガイド２４ａ～２４ｄのうちセルガイド２４ａの構成について説明する。図
７に示すように、セルガイド２４ａには、後述するネジ６６が挿入される貫通孔６８が設
けられている。また、図８に示すように、セルガイド２４ａの裏面（すなわち、フランジ
部８ａと対向する面）には、フランジ部８ａに向けて突出する一対の突部７０が設けられ
ている。図８に示すように、一対の突部７０の一方は、位置決め部３４の凹部３８に挿入
され、一対の突部７０の他方は、位置決め部３６の凹部４６に挿入されている。これによ
り、セルガイド２４ａは、リアフレーム８に対して位置決めされている。さらに、図９及
び図１０に示すように、セルガイド２４ａの両端部にはそれぞれ、セルガイド２４ａの長
手方向と略垂直な方向に且つリアフレーム８の内側に向けて突出する突出部７２が設けら
れている。図１０に示すように、一対の突出部７２の各々は、一対の差込部４８の各々の
爪部５４とフランジ部８ａの支持部３０との間に差し込まれている。
【００５８】
　ここで、セルガイド２４ａをフランジ部８ａに取り付ける手順について説明する。まず
、図９に示すように、セルガイド２４ａをリアフレーム８の外側から内側に向けてスライ
ドさせる。これにより、図１０に示すように、一対の突出部７２の各々は、一対の差込部
４８の各々の爪部５４とフランジ部８ａの支持部３０との間に差し込まれる。このとき、
一対の突部７０の一方は、位置決め部３４の凹部３８に挿入され、一対の突部７０の他方
は、位置決め部３６の凹部４６に挿入される。このようにして、セルガイド２４ａは、フ
ランジ部８ａの短辺に取り付けられる。
【００５９】
　なお、セルガイド２４ｃは、上述したセルガイド２４ａと同様にして、フランジ部８ａ
の短辺に取り付けられる。また、セルガイド２４ｂ，２４ｄの各々は、フランジ部８ａの
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長辺に取り付けられる。このとき、セルガイド２４ｂ，２４ｄの各々の裏面に設けられた
複数の突部（図示せず）はそれぞれ、フランジ部８ａの長辺に設けられた位置決め部３４
の凹部３８、位置決め部３６の凹部４６及び差込部４８の凹部５０に挿入される。なお、
セルガイド２４ｂ，２４ｄにはそれぞれ、上述した一対の突出部７２は設けられていない
。
【００６０】
　液晶セル２６は、矩形状のパネル状に構成されている。図７及び図８に示すように、液
晶セル２６の周縁部は、枠状に組み合わされたセルガイド２４ａ～２４ｄに支持されてい
る。なお、セルガイド２４ａ～２４ｄの各々の表面には、クッション部材７４が取り付け
られている。このクッション部材７４は、セルガイド２４ａ～２４ｄの各々と液晶セル２
６の周縁部との間に介在されている。バックライトユニット１６からの光が液晶セル２６
の背面に照射されることにより、液晶セル２６に画像が表示される。
【００６１】
　ベゼル２８ａ～２８ｄの各々は、セルガイド２４ａ～２４ｄの各々の表面側に配置され
ている。ベゼル２８ａ～２８ｄは、相互に組み合わされることにより、全体として枠状に
構成されている。なお、ベゼル２８ａ～２８ｄの各々は、例えばＳＥＣＣ等で形成されて
いる。図７及び図８に示すように、ベゼル２８ａ～２８ｄの各々には、ネジ６６が挿入さ
れる貫通孔７６が設けられている。
【００６２】
　ネジ６６は、ベゼル２８ａ，２８ｃの各々の貫通孔７６及びセルガイド２４ａ，２４ｃ
の各々の貫通孔６８を通して、位置決め部３４のネジ孔４０に締結されている。さらに、
ネジ（図示せず）は、ベゼル２８ｂ，２８ｄの各々の貫通孔７６及びセルガイド２４ｂ，
２４ｄの各々の貫通孔（図示せず）を通して、位置決め部３４のネジ孔４０及び差込部４
８のネジ孔５２にそれぞれ締結されている。これにより、ベゼル２８ａ～２８ｄの各々及
びセルガイド２４ａ～２４ｄの各々は、リアフレーム８に対して固定される。また、液晶
セル２６の外周部は、ベゼル２８ａ～２８ｄの各々とセルガイド２４ａ～２４ｄの各々と
の間に挟持される。なお、ベゼル２８ａ～２８ｄの各々の裏面（すなわち、液晶セル２６
と対向する面）には、クッション部材７８が取り付けられている。このクッション部材７
８は、ベゼル２８ａ～２８ｄの各々と液晶セル２６の周縁部との間に介在されている。
【００６３】
　なお、フロントキャビネット６は、枠状に組み合わされたベゼル２８ａ～２８ｄを覆う
ようにして、複数のネジ（図示せず）によりリアフレーム８に取り付けられている。
【００６４】
　［効果］
　次に、本実施の形態の表示装置２により得られる効果について説明する。
【００６５】
　まず、第１の効果について説明する。上述したように、セルガイド２４ａの両端部には
それぞれ、セルガイド２４ａの長手方向と略垂直な方向に突出する突出部７２が設けられ
ている。これにより、セルガイド２４ａをその長手方向に撓ませることなく、セルガイド
２４ａをフランジ部８ａに取り付けることができる。その結果、セルガイド２４ａの変形
又は白化が生じるのを抑制することができる。さらに、セルガイド２４ａがフランジ部８
ａから浮き上がりにくくなるので、拡散板１８の周縁部をセルガイド２４ａとフランジ部
８ａとの間に差し込む際に、拡散板１８の周縁部を容易にガイドすることができる。
【００６６】
　次に、第２の効果について説明する。上述したように、位置決め部３４の両端部３４ａ
，３４ｂはそれぞれ、位置決め部３４の幅が位置決め部３４の先端部に向けて漸減するよ
うに、リアフレーム８のフランジ部８ａと略垂直な方向に対して傾斜して延びている。こ
れにより、図５Ｃに示すように、リアフレーム８のプレス加工においてトリムライン４４
に沿ってカットされたスクラップの面積は、背景技術の欄で説明したフランジ部８ａと略
垂直な方向に延びるトリムライン８０に沿ってカットされた場合のスクラップの面積より
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も、スクラップ片８２（図５Ｃにおいて網目模様を付した部分）の分だけ小さくなる。な
お、位置決め部３６についても同様に、スクラップの面積を小さくすることができる。
【００６７】
　さらに、上述したように、差込部４８の一方の端部４８ａは、差込部４８の幅が差込部
４８の先端部に向けて漸減するように、リアフレーム８のフランジ部８ａと略垂直な方向
に対して傾斜して延びている。爪部５４の一方の端部５４ａは、爪部５４の幅が爪部５４
の先端部に向けて漸減するように、リアフレーム８のフランジ部８ａと略平行な方向に対
して傾斜して延びている。これにより、図６Ｃに示すように、リアフレーム８のプレス加
工においてトリムライン５８に沿ってカットされたスクラップの面積は、背景技術の欄で
説明したフランジ部８ａと略垂直な方向に延びるトリムライン８４に沿ってカットされた
場合のスクラップの面積よりも、スクラップ片８６（図６Ｃにおいて網目模様を付した部
分）の分だけ小さくなる。
【００６８】
　従って、リアフレーム８のプレス加工においてカットされるスクラップの面積を小さく
抑えることができるので、スクラップをプレス金型のスクラップシュートにスムーズに排
出することができる。
【００６９】
　（実施の形態２）
　次に、図１１及び図１２を参照しながら、実施の形態２に係る表示装置の構成について
説明する。図１１は、実施の形態２に係る表示装置のセルガイドをリアフレームのフラン
ジ部に取り付けた状態を示す要部斜視図である。図１２は、図１１の差込部を拡大して示
す要部斜視図である。なお、以下に示す各実施の形態において、上記実施の形態１と同一
の構成要素には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００７０】
　図１１に示すように、本実施の形態の表示装置では、リアフレーム８Ａの差込部４８Ａ
は、フランジ部８ａの支持部３０の一部をセルガイド２４ａ側に切り絞ることによって形
成されている。差込部４８Ａには、セルガイド２４ａの突出部７２が差し込まれる差込孔
８８が設けられている。なお、差込部４８Ａには、上記実施の形態１の差込部４８と同様
に、凹部５０及びネジ孔５２が設けられている。
【００７１】
　セルガイド２４ａをフランジ部８ａに取り付ける際には、図１２に示すように、一対の
突出部７２の各々は、一対の差込部４８Ａの各々の差込孔８８に差し込まれる。これによ
り、本実施の形態においても、上記実施の形態１と同様の効果を得ることができる。
【００７２】
　（実施の形態３）
　次に、図１３を参照しながら、実施の形態３に係る表示装置の構成について説明する。
図１３は、実施の形態３に係る表示装置のセルガイドをリアフレームのフランジ部に取り
付けた状態を示す要部斜視図である。
【００７３】
　図１３に示すように、本実施の形態の表示装置では、リアフレーム８Ｂのフランジ部８
ａには、セルガイド２４ａを取り付けるための差込部として、差込部４８及び差込部４８
Ａが設けられている。差込部４８は、上記実施の形態１の差込部４８と同様に構成されて
いる。差込部４８Ａは、上記実施の形態２の差込部４８Ａと同様に構成されている。
【００７４】
　セルガイド２４ａをフランジ部８ａに取り付ける際には、一対の突出部７２の一方は、
差込部４８の爪部５４とフランジ部８ａの支持部３０との間に差し込まれ、一対の突出部
７２の他方は、差込部４８Ａの差込孔８８に差し込まれる。これにより、本実施の形態に
おいても、上記実施の形態１と同様の効果を得ることができる。
【００７５】
　（実施の形態４）
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　次に、図１４を参照しながら、実施の形態４に係る表示装置の構成について説明する。
図１４は、実施の形態４に係る表示装置のセルガイドをリアフレームのフランジ部に取り
付けた状態を示す要部斜視図である。
【００７６】
　図１４に示すように、本実施の形態の表示装置では、セルガイド２４ａの一対の突出部
７２Ｃはそれぞれ、セルガイド２４ａの長手方向と略垂直な方向に且つリアフレーム８Ｃ
の外側に向けて突出している。さらに、フランジ部８ａの短辺には、一対の差込部４８Ｃ
が設けられている。一対の差込部４８Ｃの各々は、フランジ部８ａの折曲部３２からセル
ガイド２４ａ側に向けて延びている。一対の差込部４８Ｃの各々には、突出部７２Ｃが差
し込まれる差込孔９０が設けられている。
【００７７】
　セルガイド２４ａをフランジ部８ａに取り付ける際には、まず、セルガイド２４ａをリ
アフレーム８Ｃの内側から外側に向けてスライドさせる。これにより、一対の突出部７２
Ｃの各々は、一対の差込部４８Ｃの各々の差込孔９０に差し込まれる。従って、本実施の
形態においても、上記実施の形態１と同様の効果を得ることができる。
【００７８】
　以上、本発明の実施の形態１～４に係る表示装置について説明したが、本発明は、これ
らの実施の形態に限定されるものではない。例えば、上記各実施の形態をそれぞれ組み合
わせるとしてもよい。
【００７９】
　上記各実施の形態では、表示装置が液晶テレビジョン受像機である場合について説明し
たが、表示装置は、液晶テレビジョン受像機以外に、例えばパーソナルコンピュータ用の
液晶モニタ等でもよい。
【００８０】
　上記各実施の形態では、位置決め部の両端部をそれぞれ、リアフレームのフランジ部と
略垂直な方向に対して傾斜して延びるように構成したが、位置決め部の一方の端部のみを
、リアフレームのフランジ部と略垂直な方向に対して傾斜して延びるように構成してもよ
い。
【００８１】
　上記実施の形態１及び３では、差込部の一方の端部を、リアフレームのフランジ部と略
垂直な方向に対して傾斜して延びるように構成したが、差込部の両端部を、リアフレーム
のフランジ部と略垂直な方向に対して傾斜して延びるように構成してもよい。
【００８２】
　上記各実施の形態では、突出部をセルガイドの長手方向と略垂直な方向に突出させたが
、突出部をセルガイドの長手方向に対して斜め方向に突出させることもできる。
【００８３】
　上記各実施の形態では、セルガイドに突部を設け、且つ、位置決め部に凹部を設けたが
、これとは反対に、セルガイドに凹部を設け、且つ、位置決め部に突部を設けることもで
きる。
【００８４】
　上記実施の形態１及び３では、差込部に爪部を設けたが、この爪部を省略することもで
きる。この場合には、セルガイドの突出部は、差込部の端部とフランジ部の支持部との間
に差し込まれる。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明の表示装置は、例えば、液晶テレビジョン受像機等として適用することができる
。
【符号の説明】
【００８６】
２　表示装置
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６　フロントキャビネット
８，８Ａ，８Ｂ，８Ｃ　リアフレーム
８ａ　フランジ部
１０　リアカバー
１２　スタンド
１４　反射シート
１６　バックライトユニット
１８　拡散板
２０，２２　光学シート
２４ａ，２４ｂ，２４ｃ，２４ｄ　セルガイド
２６　液晶セル
２８ａ，２８ｂ，２８ｃ，２８ｄ　ベゼル
３０　支持部
３２　折曲部
３４，３６　位置決め部
３４ａ，３４ｂ　端部
３８，４６，５０　凹部
４０，５２　ネジ孔
４２，５６　外郭部分
４４，５８，８０，８４　トリムライン
４８，４８Ａ，４８Ｃ　差込部
４８ａ，４８ｂ　端部
５４　爪部
５４ａ　端部
６０　ＬＥＤバー
６２　配線基板
６４　ＬＥＤ
６６　ネジ
６８，７６　貫通孔
７０　突部
７２，７２Ｃ　突出部
７４，７８　クッション部材
８２，８６　スクラップ片
８８，９０　差込孔
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